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有
末
賢
先
生
は
、
一
九
八
二
年
四
月
、
法
学
部
専
任
講
師
と
し
て
着
任
し
、
二
〇
一
六
年
三
月
選
択
定
年
で
法
学
部
を
離
れ
る
ま

で
、
三
四
年
の
長
き
に
亙
っ
て
法
学
部
の
研
究
・
教
育
に
尽
力
さ
れ
た
。

　

有
末
先
生
は
、
学
部
時
代
、
川
合
隆
男
先
生
の
研
究
会
で
社
会
学
を
学
ば
れ
、
そ
の
後
、
大
学
院
修
士
課
程
、
博
士
課
程
を
通
し

て
川
合
先
生
の
ご
指
導
下
に
あ
っ
た
。
先
生
が
学
ん
だ
頃
の
法
学
部
政
治
学
科
に
は
、
生
田
正
輝
先
生
、
十
時
嚴
周
先
生
、
鶴
木
眞

先
生
、
市
川
統
洋
先
生
、
霜
野
壽
亮
先
生
な
ど
多
く
の
社
会
学
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
者
が
お
ら
れ
、
そ
う
し
た
学

問
的
環
境
の
中
で
有
末
先
生
は
、
修
士
課
程
に
お
い
て
は
現
代
社
会
学
の
理
論
・
学
説
を
、
博
士
課
程
に
お
い
て
は
都
市
社
会
学
、

地
域
社
会
学
、
宗
教
社
会
学
な
ど
実
証
的
な
調
査
・
研
究
を
志
さ
れ
た
。

　

有
末
先
生
の
第
一
の
ご
専
門
で
あ
る
都
市
社
会
学
と
い
う
学
問
は
、
慶
應
義
塾
大
学
で
は
戦
前
か
ら
奥
井
復
太
郎
先
生
に
よ
っ
て

創
始
さ
れ
、
大
学
院
社
会
学
研
究
科
に
お
い
て
は
矢
崎
武
夫
先
生
（
医
学
部
教
授
）
が
教
え
て
お
ら
れ
た
。
こ
の
矢
崎
先
生
の
門
下

に
、
有
末
先
生
の
先
輩
に
あ
た
る
藤
田
弘
夫
先
生
、
吉
原
直
樹
先
生
た
ち
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
い
う
。
先
生
は
、
前
述
の
奥
井
先

生
の
研
究
関
心
を
引
き
継
が
れ
、
現
代
大
都
市
と
し
て
の
東
京
を
調
査
・
研
究
さ
れ
た
。
政
治
学
科
の
社
会
学
部
門
は
、
米
山
桂
三

先
生
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
川
合
隆
男
先
生
の
「
月
島
調
査
」
な
ど
実
証
的
調
査
研
究
が
手
が
け
ら
れ
て
い
た
が
、
本
格
的
な
実
証

的
調
査
研
究
の
着
手
は
有
末
先
生
以
後
の
世
代
に
属
す
る
。
先
生
は
ま
た
、
文
学
部
の
宮
家
準
先
生
の
下
で
、
修
験
道
や
祭
り
の
調

査
研
究
な
ど
を
行
っ
た
。
先
生
の
「
都
市
祭
礼
の
重
層
的
構
造
」（『
社
会
学
評
論
』
一
三
二
号
、
一
九
八
三
年
）
は
、
東
京
都
中
央
区
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佃
島
の
住
吉
神
社
祭
礼
を
研
究
し
た
も
の
で
、
先
生
の
学
会
で
の
処
女
論
文
で
あ
る
が
、
今
日
ま
で
都
市
祭
礼
研
究
の
嚆
矢
と
し
て

引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
伺
う
。

　

一
九
八
五
年
四
月
か
ら
二
年
間
、
有
末
先
生
は
福
澤
基
金
に
よ
り
英
国
エ
セ
ッ
ク
ス
大
学
社
会
学
部
に
留
学
し
、
ま
た
、
十
時
先

生
の
縁
で
、
国
際
交
流
基
金
に
よ
っ
て
、
一
九
九
一
年
八
月
か
ら
一
年
間
、
北
京
・
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
助
教
授
と
し
て
赴

任
す
る
。
先
生
は
、
以
上
の
在
外
研
究
期
間
に
お
い
て
、
ロ
ン
ド
ン
や
北
京
な
ど
の
現
代
大
都
市
の
都
市
構
造
を
調
査
研
究
し
、
一

九
九
九
年
に
は
、『
現
代
大
都
市
の
重
層
的
構
造
』
と
い
う
単
著
に
よ
っ
て
、
ご
自
身
の
都
市
社
会
学
の
研
究
を
集
大
成
さ
れ
た
。

　

有
末
先
生
の
進
め
る
ご
研
究
の
も
う
一
つ
の
途
は
、
生
活
史
（
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
）
研
究
と
い
う
領
域
で
あ
る
。
今
で
こ
そ

「
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
」
研
究
と
し
て
社
会
学
・
文
化
人
類
学
な
ど
で
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
が
、
有
末
先
生
が
、
中
野
卓

先
生
、
桜
井
厚
先
生
、
水
野
節
夫
先
生
た
ち
と
「
生
活
史
研
究
会
」（
一
九
八
一
年
設
立
）
を
始
め
た
頃
は
、
ま
だ
生
活
史
あ
る
い
は
、

「
口
述
の
生
活
史
」
と
い
う
領
域
は
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
先
生
は
、
他
大
学
や
海
外
の
研
究
者
と
も
積
極
的
に
交
流
し
て
、

ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
を
盛
り
上
げ
て
ゆ
き
、
博
士
論
文
（
博
士
（
社
会
学
））
は
「
生
活
史
の
社
会
学
」（
二
〇
〇
一
年
）
に
結
実

す
る
。
そ
し
て
こ
の
論
文
を
基
に
し
て
、
二
〇
一
二
年
に
ご
著
書
『
生
活
史
宣
言
』
を
出
版
さ
れ
る
。
学
位
取
得
か
ら
出
版
ま
で
の

一
〇
年
の
間
に
、
先
生
は
奥
様
と
の
死
別
と
い
う
悲
し
い
経
験
を
通
し
て
、「
生
と
死
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
と
い
う
誰
も
ま
だ

試
み
た
こ
と
の
な
か
っ
た
生
活
史
研
究
に
踏
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
最
近
で
は
、「
語
り
え
な
い
こ
と
」
や
「
死
別
の

社
会
学
」、
記
憶
論
な
ど
に
も
挑
戦
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
有
末
先
生
は
、
そ
の
所
属
さ
れ
る
学
会
や
研
究
会
活
動
が
と
て
も
多
彩
で
ご
熱
心
で
あ
る
こ
と
も
有
名
で
あ
る
。
所
属
す
る

学
会
は
十
指
に
余
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
の
学
会
に
お
い
て
先
生
は
、
理
事
職
や
事
務
局
、
学
会
誌
の
編
集
な
ど
を
担

当
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
そ
う
し
た
活
動
を
一
手
に
引
き
受
け
て
こ
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
日
本
社
会
学
会
に
お
け
る
理
事
、

『
社
会
学
評
論
』
編
集
委
員
長
、
関
東
社
会
学
会
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
現
在
も
日
本
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
学
会
会
長
、
三
田
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社
会
学
会
会
長
、
日
本
生
活
学
会
副
会
長
な
ど
の
要
職
に
就
い
て
い
る
。
法
学
部
に
お
い
て
も
『
法
学
研
究
』
編
集
主
幹
を
六
年
に

亙
っ
て
お
勤
め
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
、
慶
應
義
塾
は
創
立
一
五
〇
年
を
迎
え
た
が
、『
慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
記
念
法
学
部

論
文
集
』
計
一
二
冊
（『
慶
應
の
法
律
学
』
六
冊
、『
慶
應
の
政
治
学
』
五
冊
、『
慶
應
の
教
養
学
』
一
冊
）
の
編
集
を
中
心
的
に
担
っ
た
の

は
有
末
先
生
で
あ
っ
た
。
先
生
の
学
術
活
動
に
対
す
る
実
直
で
ひ
た
む
き
な
姿
勢
を
示
し
て
い
よ
う
。

　

法
学
部
に
ご
在
職
中
に
有
末
先
生
が
担
当
さ
れ
た
「
地
域
社
会
論
」
や
「
社
会
学
」
の
授
業
や
研
究
会
を
通
し
て
、
多
く
の
教
え

子
が
育
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
先
生
は
、
都
市
政
治
論
や
地
方
自
治
な
ど
の
重
要
分
野
に
な
か
な
か
専
任
者
を
擁
し
得
な
い
政
治
学
科

に
お
い
て
、
自
ら
の
地
域
社
会
論
、
都
市
社
会
学
を
通
し
て
、
そ
れ
ら
の
分
野
に
関
わ
る
教
育
を
実
践
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。
さ
ら

に
先
生
が
、
そ
の
熱
意
を
も
っ
て
研
究
・
教
育
さ
れ
た
分
野
と
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

す
な
わ
ち
、
社
会
的
・
文
化
的
性
差
の
問
題
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
以
後
、
社
会
的
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
た
。
法
学
部
で
も

女
子
の
就
職
活
動
が
当
た
り
前
と
な
る
中
で
、
結
婚
・
出
産
・
育
児
・
介
護
な
ど
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
上
の
女
性
に
残
る
差
別
な
ど
多
く

の
社
会
問
題
を
認
識
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
実
践
に
先
生
は
多
く
の
学
生
を
導
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
先
生
の
姿
勢
は
、
学
部

に
お
け
る
若
い
学
生
諸
君
の
み
な
ら
ず
、
通
信
教
育
課
程
で
の
社
会
学
教
育
や
卒
論
指
導
を
通
じ
た
先
生
の
教
育
実
践
に
も
貫
か
れ

て
い
た
。

　

二
〇
一
六
年
四
月
か
ら
、
有
末
先
生
は
、
亜
細
亜
大
学
都
市
創
造
学
部
と
い
う
新
設
の
学
部
に
移
り
、
研
究
・
教
育
を
継
続
さ
れ

て
い
る
。「
都
市
創
造
」
と
い
う
新
た
な
理
念
で
出
発
す
る
学
部
で
、
一
年
生
必
修
の
「
都
市
社
会
学
」
と
「
社
会
調
査
概
論
」
を

担
当
さ
れ
る
と
伺
っ
た
。

　

研
究
科
委
員
会
に
お
け
る
博
士
論
文
審
査
な
ど
で
、
自
分
は
門
外
漢
で
は
あ
る
が
、
と
前
置
き
さ
れ
た
う
え
で
、
ご
自
身
の
好
奇

心
に
溢
れ
た
大
胆
な
ご
質
問
を
堂
々
と
ぶ
つ
け
ら
れ
て
い
た
有
末
先
生
が
三
田
を
去
ら
れ
て
ほ
ぼ
一
年
が
過
ぎ
る
。
六
五
歳
の
定
年

に
ま
だ
三
年
を
残
し
て
の
お
別
れ
で
あ
っ
た
が
、
法
学
部
は
先
生
と
の
断
ち
切
れ
ぬ
縁
を
こ
こ
に
改
め
て
確
認
す
る
た
め
に
、『
法
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学
研
究
』
の
記
念
号
を
編
み
謹
ん
で
先
生
に
お
贈
り
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

有
末
先
生
の
益
々
の
ご
活
躍
、
ご
健
勝
を
祈
念
す
る
次
第
で
あ
る
。

　　
　

二
〇
一
七
年
一
月

�

法
学
部
長　

岩
谷
十
郎


